
 
 
 
 
 

 

 

 

 
当事例は、産業用大型モータのメンテナンス時に行う振動試験用に使用しているものであり、従来は米

国Ｂ社製の軸振動解析装置で行っていたものです。回転軸振動解析の場合には特に、発生する振動が軸

の中心からどの方向（位相）にどれだけの強さなのかが問題となりますので、ＦＦＴによる普通の振動

解析の場合に比べて、振動と位相の関連を表示する「ポーラル線図」が必要となります。            

当システムでは、回転軸両端の軸受３方向の振動を動電型ｾﾝｻで、軸ＸＹ方向の変位を非接触型ｾﾝｻｰで、

さらに回転数は回転軸のｷｰﾌｪｰｻﾞｰ（切込み）を非接触型ｾﾝｻで検出することにより、起動・停止・定格

回転時のモータの状態をリアルタイムに計測できます。 
 
(1)システムの概要 
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タービン・モーター・コンプレッサー等、大型回転機器の軸振動解析を行う 
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RotaryView 

回転軸ＸＹ方向の変位を 
ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻで収集 

軸受３方向の振動を動電型ｾﾝｻ 
Ｈ（水平方向）    で収集 
Ａ（軸方向） 
Ｖ（垂直方向） 

計測・解析用パソコン

「RotaryView」ｿﾌﾄ 

昭和測器６８０１センサアンプ ＴＥＡＣデータロガーＬＸ－２０ 

回転数を 
ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻで 
検出 
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(2)計測データ 
１．振動／変位データ測定項目 合計１０チャネル（最大１６チャネルまで測定可能） 

①軸受ハウジング速度振動 Ｈ（水平方向） 軸受両端２カ所 昭和測器製動電型速度センサ 
②軸受ハウジング速度振動 Ａ（軸方向）     〃         〃 
③軸受ハウジング速度振動 Ｖ（垂直方向）    〃         〃 
④軸変位         Ｘ方向     軸両端２カ所 ベントレー製非接触変位センサ 
⑤軸変位         Ｙ方向        〃         〃 

２．回転データ測定項目 １点 
  ①軸回転数 回転数範囲：１８０～１８０００ｒｐｍ    ベントレー製非接触変位センサ 
(3)データ計測機能 
１．トリガ機能：回転数取り込みモード（Δｒｐｍ：回転数の上昇／下降変化を指定） 
         時間取り込みモード （Δｔ：最短５秒間隔） 
２．リアルタイム／後処理画面表示機能 

①タイムトレンド（ＴＹグラフ）    ②ボード線図  （ＳＶグラフ） 
③ポーラル線図 （ベクトルグラフ）  ④オービット  （リサージュグラフ） 

  ⑤タイムベース （シャフト軌跡）   ⑥ＦＦＴ（後処理で３次元、カラーコンタ表示可能） 
  ⑦シャフトセンターライン       ⑧デジタル値リスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでは上段右側にＴＹグラフを、下側に軸

受２カ所のポーラルグラフを表示します。 

リアルタイム／後処理で「振動－位相」の相

関関係を示すポーラルグラフを表示します。

後処理でＦＦＴ処理を行っ
た結果を３次元のＦＦＴグ
ラフで表示できます。 
Ｘ軸に周波数／次数、Ｙ軸
に回転数を、Ｚ軸に時間を
表示します。 
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